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(57)【要約】
照明アセンブリおよびドレープを含む医療用途の照明装
置。照明アセンブリは、アームの基端部において表面取
り付け可能な長尺状をなすアームと、アームの先端部に
連結される照明ヘッドと、照明ヘッドに取り付けられる
光源とを含む。ドレープは長尺状をなす可撓性を備えた
本体および略透明な部分を含む。ドレープは、使用時に
光源から所定量の光が略透明な部分を退出するように照
明アセンブリに取り付けられるか、取り付け可能であり
、且つ照明アセンブリを実質的に包囲する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療用途のための照明装置であって、
　照明アセンブリとドレープとを備え、前記照明アセンブリは、
　　アームの基端部において表面取り付け可能な長尺状をなすアームと、
　　アームの先端部に連結される照明ヘッドと、
　　照明ヘッドに取り付けられる光源とを含み、
　前記ドレープは、
　　長尺状をなす可撓性を備えた本体と、
　　略透明な部分とを含み、
　前記ドレープは、使用時に光源から所定量の光が略透明な部分を通過するように照明ア
センブリに取り付けられるか、取り付け可能であり、且つ照明アセンブリを実質的に包囲
することを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記長尺状をなす可撓性を備えた本体は開放端を有することを特徴とする請求項１に記
載の照明装置。
【請求項３】
　前記長尺状をなす可撓性を備えた本体は、ソックスであることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記略透明な部分はソックスの足部に配置されることを特徴とする請求項３に記載の照
明装置。
【請求項５】
　前記略透明な部分は剛性を備えることを特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか一項
に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記略透明な部分は光学的に透明であることを特徴とする請求項１乃至５のうちいずれ
か一項に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記長尺状をなす可撓性を備えた本体は第１の高分子材料を含み、前記略透明な部分は
第２の高分子材料を含むことを特徴とする請求項１乃至６のうちいずれか一項に記載の照
明装置。
【請求項８】
　前記ドレープは照明アセンブリに係留されるか、係留可能であることを特徴とする請求
項１乃至７のうちいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記ドレープは無菌のドレープであることを特徴とする請求項１乃至８のうちいずれか
一項に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記光源は、相当量の赤外線を放射しないことを特徴とする請求項１乃至９のうちいず
れか一項に記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記光源は５０Ｗ未満の電力消費量を有することを特徴とする請求項１乃至１０のうち
いずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１２】
　前記光源は、ＬＥＤ、蛍光灯、ガス放電光、あるいはこれらの組み合わせのうち１つ以
上を含むことを特徴とする請求項１乃至１１のうちいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１３】
　前記光源は１つ以上のＬＥＤを含むことを特徴とする請求項１乃至１２のうちいずれか
一項に記載の照明装置。
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【請求項１４】
　請求項１乃至１３のうちいずれか一項に記載の照明アセンブリと、同照明アセンブリに
取り付け可能なドレープとを含む部品のキット。
【請求項１５】
　請求項１乃至１３のうちいずれか一項に記載のドレープ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療環境において、患者の診察は、良好な照明の不足、および臨床医が伝染病から患者
を保護する必要性により、通常危険にさらされる。医療の適用は効果的に照明することが
特に困難であり、医療スタッフは無菌の手袋を着用することにより交差感染から自分自身
と患者を保護する必要がある。実際、照明設備、備品、および白衣等のような健康管理環
境における要素に起因する院内感染の危険性は、現在周知であるとともに、大きく関心を
集める周知の課題である。
【０００３】
　医療スタッフが診察室において患者を注意深く診察するか、抜糸や血清腫吸引のような
軽微な処置を行なうことを要求する場合に、医療スタッフは、壁に取り付けられた照明、
重量のあるスタンドの持ち運び可能な照明や、ペンライトである診察用の照明を使用する
。診察用照明の多くは、殺菌可能な取っ手を有していないため、交差感染の危険性を生じ
る。特に、婦人科の診察および日常的な塗布検査は、殺菌可能な取っ手を有さない診察用
の照明を使用して通常行われる。子宮頸癌は、所定の種類のヒト乳頭腫ウイルスによる感
染によって広められることが現在周知であり、上述した処置により患者から患者に広がる
感染症の実質的な危険性を生じる。
【０００４】
　制限された領域における正確な処置において、手術室の外科医は、大きく、重量があり
、制御困難な、無菌領域外の天井照明によって妨害される。照明は外科医と衝突すること
により、外科医を熱にさらし、これは通常軽傷の原因となる。外科医の頭部と照明との間
の衝突、および外科医が外科医の手袋をはめた手により操作ランプの非無菌部分に不注意
に触れることの発生率は、患者への感染症の対応する危険性を伴う汚染の発生率の背景に
ある。
【０００５】
　整形外科術における感染症の発生は、骨格内の感染症が抗生物質により処置することが
困難であるとともに更なる手術や切断の原因となり得るため特に深刻である。外科医の多
くは、光の焦点が合った領域を観察することを要求される他、状況により別の視点から観
察することを要求されるため、ヘッドライトを好まない。
【０００６】
　周知の手術室の照明は、各処置のためにオートクレーブを使用して殺菌され、交換され
る取り外し可能な取っ手カバーを有する。これに代わる方法は、手術室の照明の取っ手を
覆うように摺動して配置され、且つ各処置後に廃棄される使い捨ての殺菌取っ手カバーを
使用する。使用時において、これらの取っ手カバーは、操作する照明の取っ手に気密に適
合する。
【０００７】
　周知の診察用照明の多くは、無菌の取っ手に対して対策をするものではない。周知の手
術室の照明に同様の対策を行うものである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　本発明は、使用と使用との間において殺菌または交換可能な物理的防壁を使用すること
により、医療用途の照明装置を改善することを模索するが、これは照明アセンブリの操作
性を妥協するものではない。これにより、感染症の危険性が低減される。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様において、医療用途の照明装置は、照明アセンブリとドレープとを備え
、照明アセンブリは、アームの基端部において表面取り付け可能な長尺状をなすアームと
、アームの先端部に連結される照明ヘッドと、照明ヘッドに取り付けられる光源とを含み
、ドレープは、長尺状をなす可撓性を備えた本体と、略透明な部分とを含み、ドレープは
、使用時に光源から所定量の光が略透明な部分を通過するように照明アセンブリに取り付
けられるか、取り付け可能であり、且つ照明アセンブリを実質的に包囲する。
【００１０】
　本発明の照明装置において、ドレープは、感染症の危険性を低減する物理的障壁を好適
に提供する。ドレープは、照明アセンブリ自体の汚染の危険性も低減する。
　照明装置は、使用済みのドレープを無菌のドレープに取り代えることにより、あるいは
使用済みのドレープを殺菌することにより使用と使用との間において殺菌される。
【００１１】
　照明装置は医療用途に好適である。照明装置は、医療用途のために承認された材料から
構成される。照明装置の部品または材料は、医療用具のための関連する容認された基準を
満たす。
【００１２】
　好ましくは、光源は医療用の光源である。医療用の光源は、医療用途のために好適な強
度および色の光を提供する。医療用の光源は、国際基準ＩＥＣ６０６０１、ＩＥＣ６０６
０１－１およびＩＥＣ６０６０１－２－４１の１つ以上に従う。
【００１３】
　光源によって生じた熱と光は、アームの先端部（すなわち、アームの基端部から離間し
た）から生じる。
　好ましくは、光源は熱放射率の低い光源である。例えば、使用時における光源は、ドレ
ープまたは光源が過熱しない十分に少量の熱を好適に放射する。
【００１４】
　光源は電源を供給された光源である。好ましくは、光源は５０Ｗ未満の電力消費量を有
する。光源は４０Ｗ未満の電力消費量を有する。光源は３０Ｗ未満の電力消費量を有する
。光源は２０Ｗ未満の電力消費量を有する。光源は１０Ｗ未満の電力消費量を有する。光
源は５Ｗ未満の電力消費量を有する。光源は少なくとも１Ｗの電力消費量を有する。光源
は少なくとも５Ｗの電力消費量を有する。光源は少なくとも１０Ｗの電力消費量を有する
。光源は少なくとも２０Ｗの電力消費量を有する。光源は少なくとも３０Ｗの電力消費量
を有する。光源は少なくとも４０Ｗの電力消費量を有する。
【００１５】
　光源は真空管不使用の光源であってもよい。好ましくは、光源はＬＥＤ（発光ダイオー
ド）またはＨＤ－ＬＥＤを含む。光源は半導体の、有機的またはポリマＬＥＤを含んでも
よい。
【００１６】
　光源は複数のＬＥＤを含んでもよい。光源は、異なる色のＬＥＤの組み合わせ（例、赤
、緑、青、あるいは赤、緑、青、オレンジ）を含んでもよい。
　ＬＥＤは照明発光スペクトルの一部として相当量の赤外線放射線を放射しない。これは
、ＬＥＤ光源によって生じた熱量を低減する。付加的に、ＬＥＤ光源はタングステン・ハ
ロゲン光源よりはるかに高い効率を有する。高機能ＬＥＤ光源の効率は、タングステン・
ハロゲン光源の通常５乃至１０倍以上高い。従って、タングステン・ハロゲン光源の熱生
成より低いため本発明に好適である。
【００１７】
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　光源は蛍光の光源またはガス放電光源を含んでもよい。蛍光の光源およびガス放電光源
は、ドレープ内にて使用するための低い熱放射率光源の要件を満たす。
　光源は高い演色を有する。光源は自然な日光の範囲に色温度を有する。光源はスペクト
ルの可視の赤い波長に高い演色を有してもよい。光源はＲａ＞９０、且つ／またはＲ９＞
９０の演色評価数を有する。
【００１８】
　光源による光の質は、手術室用照明あるいは健康診断用照明の質と同等である。
　光源は調整可能な強度を有する。光源は調整可能なビーム径あるいは領域寸法を有する
。光源は調整可能な光色（例えば調整可能な演色、色温度、および／または赤バランス）
を有する。
【００１９】
　照明アセンブリは長尺状をなすアームの基端部により表面取り付け可能である。照明ア
センブリは医療用具に取り付け可能である。照明アセンブリは手術台に取り付け可能であ
る。照明アセンブリは医療用レールに取り付け可能である。照明アセンブリは、柱、壁、
車輪付き担架、ベッド・レール、ペンダント、持ち運び可能な基部または天井に取り付け
可能である。
【００２０】
　好ましくは、照明アセンブリは天井に取り付けられるものではない。
　照明アセンブリは固定可能である。好ましくは、照明アセンブリは持ち運び自在である
。照明アセンブリは自由に直立可能である。例えば、照明アセンブリは表面に対する物理
的な取り付け具を伴うことなく表面に配置された場合に、自立する。
【００２１】
　長尺状をなすアームは移動可能である（例、枢動自在、屈曲自在、回転自在）。長尺状
をなすアームは第１の端および第２の端を含む。第１の端は基端部であり、第２の端は先
端部である。第２の端は、照明ヘッドに直接的または間接的に連結される。第２の端は照
明ヘッド・コネクタを含む。
【００２２】
　長尺状をなすアームは可撓性を備えた部分を含む。長尺状をなすアームは剛性を備えた
部分を含んでもよい。長尺状をなすアームは複数の剛性を備えた部分または可撓性を備え
た部分、あるいは１つ以上の剛性を備えた部分および１つ以上の可撓性を備えた部分の組
み合わせを含んでもよい。
【００２３】
　照明アセンブリは更に取り付けポイントを含む。取り付けポイントは、長尺状をなすア
ームの第１の（すなわち、基端側の）端部に直接的または間接的に連結される。取り付け
ポイントにより、アームは、医療用具、手術台、医療用レール、柱、壁、車輪付き担架、
ベッド、ペンダント、持ち運び自在な基部や、天井の１つ以上に取り付け可能である。
【００２４】
　照明アセンブリは更に基部を含んでもよい。基部は取り付けポイントによって長尺状を
なすアームに取り付けられてもよい。
　照明ヘッド・コネクタにより、照明ヘッドは長尺状をなすアームに対して移動可能であ
るか、固定される。照明ヘッド・コネクタにより、照明ヘッドは長尺状をなすアームを中
心として枢動自在であり、且つ／または回転自在である。
【００２５】
　照明アセンブリは更に１つ以上の照明操作部を含む。照明操作部は長尺状をなすアーム
、あるいは照明ヘッドに配置される。照明操作部により、光源はスイッチのオンオフを切
り替えられ、光源の強度および色のうち少なくともいずれか一方を制御可能である。これ
に代えて、照明アセンブリは遠隔操作によって操作されてもよい。
【００２６】
　照明アセンブリは、ドレープによって部分的にあるいは完全に包囲されてもよい。例え
ば、ドレープは照明ヘッドおよび長尺状をなすアームを単独で包囲する。取り付けポイン
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トは、ドレープによって包囲されなくてもよい（すなわち、ドレープが実質的に設けられ
ない）。
【００２７】
　操作者は、ドレープにより殺菌の損失のない照明アセンブリを扱うことができる。ドレ
ープにより、操作者は照明ヘッドを位置決めして、殺菌の損失なく照明操作部を操作可能
である。
【００２８】
　ドレープは使い捨てに好適である。ドレープは複数回の使用に好適であってもよい。好
ましくは、ドレープは使い捨てである。好ましくは、ドレープは廃棄可能である。
　ドレープは無菌のドレープである。ドレープは予め殺菌される。ドレープは殺菌可能で
ある。例えば、ドレープはオートクレーブにて殺菌可能である。
【００２９】
　ドレープは開口部を含む。長尺状をなす可撓性を備えた本体は開放端を含む。好ましく
は、長尺状をなす可撓性を備えた本体は開放端を含む。長尺状をなす可撓性を備えた本体
はスリーブである。好ましくは、長尺状をなす可撓性を備えた本体はソックスである。
【００３０】
　好ましくは、略透明な部分は、長尺状をなす可撓性を備えた本体の端部（例えば先端部
）に配置されるか、その近傍に配置される。略透明な部分は、開放端の反対側の端部に配
置されるか、その近傍に配置される。特に好ましくは、略透明な部分はソックスの足部に
配置される。
【００３１】
　ドレープは折り畳み可能である（例えば、径方向に、あるいは長手方向に折り畳み可能
である）。ドレープは蛇腹状に折り畳み可能である。ドレープは波形とされても（例、溝
ひだを付けられる）波形とされなくてもよい。
【００３２】
　長尺状をなす可撓性を備えた本体は、１つ以上の把持ポイントにて照明アセンブリを把
持する。これに代えて、長尺状をなす可撓性を備えた本体は、照明アセンブリと実質的に
独立したものであってもよい。
【００３３】
　ドレープは１つ以上の係留ポイントにて照明アセンブリに係留可能であるか、係留され
る。
　ドレープは１つ以上の取り付けポイントにて照明アセンブリに取り付け可能であるか、
取り付けられる。ドレープは長尺状をなすアームに取り付け可能である。ドレープは取り
付けポイントに取り付け可能である。ドレープは照明ヘッドに取り付け可能である。ドレ
ープは、照明アセンブリへの取り付けを補助するために取り付け補助具を含んでもよい。
【００３４】
　ドレープは、長尺状をなすアームに対するシールを形成する。シールは取り付けポイン
トの近傍に配置される。シールはドレープにおける弾性を備えた胴体部によって形成され
る。これに代えて、シールはドレープに粘着性セクションによって形成されてもよい。
【００３５】
　ドレープは１つ以上の保持ポイントにて照明アセンブリに保持可能であるか、保持され
る。ドレープは、１つ以上の保持ポイントにてドレープを保持すべく１つ以上の結束部（
例、弾性を備えた結束部）を含んでもよい。結束部は長尺状をなすアームの周囲にドレー
プを締め付けることに使用される。
【００３６】
　ドレープは照明アセンブリを完全に包囲する（例、カプセル化する）。ドレープはドレ
ープの開口部をシールすることによって照明アセンブリをカプセル化する。
　ドレープは照明アセンブリを部分的に包囲する。好ましくは、ドレープは取り付けポイ
ントを除き照明アセンブリを包囲する。これにより、操作者は、照明ヘッド、照明操作部
および長尺状をなすアームの他、取り付けポイントまで効果的に触れることができる。ド
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レープは、取り付けポイントが、ドレープが取り付けられる表面と係合できるように開口
部を有する。
【００３７】
　ドレープは殺菌可能な材料から構成される。ドレープは、医療用途のために承認された
材料から構成される。
　ドレープは、第１の高分子材料から構成される。好適な高分子材料の例は、ポリオレフ
ィン、ポリカーボネート、ポリアミド、およびポリエステルのような熱可塑性ポリマを含
む。第１の高分子材料は可撓性を備える。第１の高分子材料はエラストマである。第１の
高分子材料は光学的に透明である。
【００３８】
　長尺状をなす可撓性を備えた本体は第１の高分子材料から構成される。好ましくは、長
尺状をなす可撓性を備えた本体はポリオレフィンから構成される。例えば、長尺状をなす
可撓性を備えた本体はポリプロピレンから構成される。
【００３９】
　ドレープの略透明な部分は可撓性を備える本体と略同じ光透過率を有する。好ましくは
、略透明な部分は可撓性を備えた本体より高い光透過率を有する。
　略透明な部分は第１の高分子材料から構成される。
【００４０】
　これに代えて、略透明な部分は第２の高分子材料から構成される。好適な高分子材料の
例は、ポリオレフィン、ポリカーボネート、アクリル樹脂、ポリアミド、およびポリエス
テルのような熱可塑性ポリマ、並びに硬化可能な樹脂（例えばエポキシ樹脂、ポリ・アリ
ールケトン）のような熱硬化性ポリマを含む。第２の高分子材料は光学的に透明である。
第２の高分子材料は剛性を備える。第２の高分子材料は第１の高分子材料より高い融点を
有する。
【００４１】
　略透明な部分は光学的に透明である。略透明な部分は剛性を備える。略透明な部分はウ
ィンドウである。
　好ましくは、略透明な部分はポリカーボネート、アクリル樹脂、あるいはポリエステル
から形成される。ポリエステルはＰＥＴである。ポリエステルはポリエチレンテレフタレ
ートグリコールである。
【００４２】
　長尺状をなす可撓性を備えた本体および略透明な部分は、超音波溶接、熱融着、溶剤接
着や、接着剤によって連結される。
　照明装置は手術室において補助的な外科用照明として使用される。照明装置は主手術室
用照明と比較して小型である。照明装置は、軽微な処置、および／または手術室外の検査
用照明として使用されてもよい。
【００４３】
　例えば、照明装置は、婦人科の診察、塗布検査、整形外科、会陰部の外科術、一般外科
術、結腸直腸の外科術、婦人科の手術、腹腔鏡の外科術、頭部および首の処置、耳鼻咽喉
科の処置、および小児科の処置等の医療処置の１つ以上に使用される。
【００４４】
　照明装置は、集中治療室、緊急治療室、および術後回復領域のような専門的治療室にお
いて使用されてもよい。
　照明装置は救急車、すなわち緊急車両において使用されてもよい。救急車において、医
療補助員は、車両にてフラッシュライトや環境光に代えて照明装置を使用してもよい。
【００４５】
　照明装置は、緊急救急科において一般天井照明に代えて使用されてもよい。外傷患者が
複数の医療従事者によって、尿のカテーテル挿入、挿管、中心静脈へのカテーテル挿入、
チェストドレナージュ、および腹腔洗浄のような複数の処置を同時に行なわれることは珍
しいことではない。複数の照明装置がこれらの場合において使用されてもよい。緊急救急
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科の多くは救急蘇生室を有するが、これらは制限された特徴照明を有し、残りの小寝室は
一般的な天井照明のみを通常有する。
【００４６】
　照明装置は、照明アセンブリとの直接の接触による殺菌の損失という危険にさらすこと
なく、医療用照明が要求され、感染症または交差汚染が起こり得る危険性のある医療処置
を補助する。
【００４７】
　照明装置が使用可能な主な領域は、女性の健康および婦人科である。無菌のドレープを
使用することにより、臨床医は、照明アセンブリに直接触れることによる汚染の危険性を
伴うことなく所定の位置へ移動可能な良好な照明を使用して、婦人科の診察、塗布検査、
および処置を行うことができる。
【００４８】
　照明装置は、感染症の危険性を間接的に生じ得る非無菌の検査用照明が現在使用されて
いる病院の診察室、一次医療（ホームドクター、一般開業医、および病院）、緊急救命科
、および救急車において使用されてもよい。
【００４９】
　更なる態様において、本発明は、上述したような照明アセンブリ、および照明アセンブ
リに取り付けられるドレープを含む部分のキットを提供する。
　更なる態様において、本発明は上述したようなドレープを提供する。
【００５０】
　本発明の実施形態は、概略図であって正確な寸法に描かれるものではない添付の図面を
参照して例示により開示されるが、これらの実施形態に限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明の実施例を示す概略図。
【図２】本発明の第２の実施例を示す図。
【図３】本発明の第３の実施例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００５２】
　図１は、照明アセンブリ４および無菌のドレープ４０を通常含む照明装置２を示す。
　照明アセンブリ４は、半剛性を備え、無制限に移動可能なアーム１０を含み、アームは
（例えば）アーム１０の第１の（基端側）端部にて取り付けポイント１２によりスタンド
に取り付け可能である。アーム１０の第２の（先端側）端部は、照明ヘッド・コネクタ１
４によって照明ヘッド２０に連結される。照明ヘッド・コネクタ１４により、照明ヘッド
２０は、アーム１０に対して回転および枢動可能である。
【００５３】
　５０Ｗ未満の電力消費量を有するＬＥＤ光源３０は、照明ヘッド２０に取り付けられる
。
　照明操作部７０は、照明アセンブリ４のアーム１０の中間点に実質的に配置される。照
明操作部７０により、光源３０はスイッチのオンオフを切り替えられ、光源３０の強度お
よび演色が調整可能である。無菌のドレープ４０は、長尺状をなす可撓性を備えたソック
ス４２、およびソックスの足部に略透明な部分５０を含む。可撓性を備えたソックス４２
はポリプロピレンから形成される。略透明な部分５０は光学上明るく、且つポリカーボネ
ートにより形成される。
【００５４】
　無菌のドレープ４０は無菌のパックにて供給される。照明装置２が使用されるに先だっ
て、光源３０からの光が略透明な部分５０を通って照明装置２を出るように無菌のドレー
プ４０は照明アセンブリ４に取り付けられる。ドレープ４０はドレープ４０から延びる可
撓性を備えた結束部４４によってアーム１０に保持される。結束部４４は、ドレープ４０
の外部を包囲し、固定される。ドレープ４０がアーム１０の周囲に締め付けられるように
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、結束部４４が固定される。
【００５５】
　医療処置における使用時において、操作者６０は、任意の所望の位置に照明ヘッド２０
を位置決め可能であり、無菌のドレープ４０にのみ触れることにより、すなわち照明アセ
ンブリ４自体に触れることなく照明操作部７０によって光源３０を調整することができる
。このように、患者への、あるいは患者からの感染症を広げる危険性は低減される。
【００５６】
　処置後に、ドレープ４０は廃棄され、新しい無菌のドレープと取り代えられる。
　図２は、照明アセンブリ１０４および無菌のドレープ１４０を通常含む照明装置１０２
を示す。
【００５７】
　照明アセンブリ１０４は、移動可能なアーム１１０を含み、アームは（例えば）アーム
１１０の第１の（基端側）端部にて取り付けポイント１１２によりスタンドに取り付け可
能である。アーム１１０の第２の（先端側）端部は照明ヘッド・コネクタ１１４によって
照明ヘッド１２０に連結される。照明ヘッド・コネクタ１１４により、照明ヘッド１２０
は、アーム１１０に対して回転可能である。アーム１１０は、回転ジョイント１１１によ
って摩擦ロックやバネ平衡機構により連結される第１の剛性を備えたセクション１１３ａ
および第２の剛性を備えたセクション１１３ｂを含む。更に、回転ジョイント１１１は、
第２の剛性を備えたセクション１１３ｂを取り付けポイント１１２に連結する。可撓性を
備えたセクション１１５は照明ヘッド・コネクタ１１４に第１の剛性を備えたセクション
１１３ａを連結する。
【００５８】
　ＬＥＤ光源１３０は照明ヘッド１２０に取り付けられる。照明操作部１７０は照明ヘッ
ド１２０に配置される。照明操作部１７０により、光源１３０はスイッチのオンオフを切
り替えられ、光源１３０の強度および演色が調整可能である。
【００５９】
　無菌のドレープ１４０は、長尺状をなす可撓性を備えたソックス１４２、およびソック
スの足部に略透明な部分１５０を含む。可撓性を備えたソックス１４２および略透明な部
分１５０の両者はポリプロピレンから形成される。
【００６０】
　無菌のドレープ１４０は無菌のパックにて供給される。照明装置１０２が使用されるに
先だって、光源１３０からの光が略透明な部分１５０を通って照明装置１０２を出るよう
に無菌のドレープ１４０は照明アセンブリ１０４に取り付けられる。ドレープ１４０は可
撓性を備えたソックス１４２によってアーム１１０に保持される。
【００６１】
　医療処置における使用時において、操作者は、任意の所望の位置に照明ヘッド１２０を
位置決め可能であり、無菌のドレープ１４０にのみ触れることにより、すなわち照明アセ
ンブリ１０４自体に触れることなく照明操作部１７０によって光源１３０を調整すること
ができる。このように、患者への、あるいは患者からの感染症を広げる危険性は低減され
る。
【００６２】
　処置後に、ドレープ１４０は廃棄され、新しい無菌のドレープと取り代えられる。
　図３は、照明アセンブリ２０４および無菌のドレープ２４０を通常含む照明装置２０２
を示す。
【００６３】
　照明アセンブリ２０４は、移動可能なアーム２１０を含み、アームはアーム２１０の第
１の（基端側）端部にて取り付けポイント（図示しない）によりベッド３００に取り付け
られる。アーム２１０の第２の（先端側）端部は、照明ヘッド・コネクタ２１４によって
照明ヘッド２２０に連結される。照明ヘッド・コネクタ２１４により、照明ヘッド２２０
は、アーム２１０に対して回転可能である。
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　ＬＥＤ光源２３０は照明ヘッド２２０に取り付けられる。照明操作部２７０は照明ヘッ
ド２２０に配置される。照明操作部２７０により、光源２３０はスイッチのオンオフを切
り替えられ、光源２３０の強度および演色が調整可能である。
【００６５】
　無菌のドレープ２４０は、長尺状をなす可撓性を備えたソックス２４２、およびソック
スの足部に略透明な部分２５０を含む。可撓性を備えたソックス２４２および略透明な部
分２５０の両者はポリプロピレンから形成される。
【００６６】
　無菌のドレープ２４０は無菌のパックにて供給される。照明装置２０２が使用されるに
先だって、光源２３０からの光が略透明な部分２５０を通って照明装置２０２を出るよう
に無菌のドレープ２４０は照明アセンブリ２０４に取り付けられる。ドレープ２４０は可
撓性を備えたソックス２４２によってアーム２１０に保持される。
【００６７】
　医療処置における使用時において、操作者は、任意の所望の位置に照明ヘッド２２０を
位置決め可能であり、無菌のドレープ２４０にのみ触れることにより、すなわち照明アセ
ンブリ２０４自体に触れることなく照明操作部２７０によって光源２３０を調整すること
ができる。このように、患者への、あるいは患者からの感染症を広げる危険性は低減され
る。
【００６８】
　処置後に、ドレープ２４０は廃棄され、新しい無菌のドレープと取り代えられる。
（比較例）
　比較例として、５０Ｗのタングステン・ハロゲン光源（図示しない）を備えた照明アセ
ンブリが、ドレープ２４０に類似のドレープにより試験された。３０分以内に、ドレープ
の部分は溶解し、光源は、ドレープの内の過熱を引き起こす、５０Ｗのタングステン・ハ
ロゲン光源の高い熱放射率により過熱した。試験はこの時点にて停止された。
【００６９】
　タングステン・ハロゲン光源は、高温になり放熱するにつれ、ランプ・フィラメントか
らの直接の赤外線放射、および照明ヘッド本体からの二次的なより長い波長の赤外線放射
の形態にて相当量の熱を生じる。ドレープは、照明アセンブリの部分の温度を受容不能な
レベルに増加させるこの熱を遮断した。この試験は、ドレープ内にて操作される標準的な
５０Ｗのタングステン・ハロゲン検査用照明が、照明アセンブリにおいて使用される材料
の受容可能な限度を超えて、且つＩＥＣ６０６０１－１により指定された安全な範囲を超
えてドレープ内の温度を上昇させることを実証する。



(11) JP 2013-521916 A 2013.6.13

【図１】 【図２】

【図３】



(12) JP 2013-521916 A 2013.6.13

10

20

30

40

【国際調査報告】
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